
仙台城下再生古地図の概要
（公財）仙台観光国際協会 観光事業推進課



【制作の背景】

・仙台城（仙台）に行ったが何もなかったと言われてしまう・・・。

・街なかにおける回遊性の促進

・教育旅行における探求学習の高まり

・仙台市内の観光ボランティアガイドの活用

・仙台市で策定した青葉山エリア文化観光交流ビジョンに即した事業の展開



仙台・青葉山エリア文化観光交流ビジョンとは（令和５年３月策定）

仙台市が持続的に発展し、選ばれるまちであり続けるため、仙台独自の個性の磨き上げ、その魅力や価値を国内
外に発信していくことが必要

「青葉山エリア」の価値や魅力、回遊性の向上に向けた方向性等を示すビジョンを策定
⇒ 仙台・青葉山エリア文化観光交流ビジョン

■同エリアは、仙台のはじまりの地とも言える場所であり、仙台市基本計画においても

「国際学術文化交流拠点」として、重要な拠点と位置付け

■青葉山公園の整備や大手門復元に向けた基礎調査、音楽ホール

中心部震災メモリアル拠点複合施設の整備など重要なプロジェクトが進行中。

国内外に発信することにより、仙台市全体における交流人口の一層の拡大を図る。

仙台・青葉山エリア文化観光交流ビジョン概要版

https://www.city.sendai.jp/shomu/aobayama/documents/aobayamavision_gaiyo.pdf




仙台城下再生古地図ができるまで

令和５年秋から予算を含め事業計画

令和６年２月 関係者主旨説明と協力依頼

令和６年４月着手

仙台市文化財課、仙台市博物館、仙台市観光課、

仙台観光国際協会の４者で協議を重ねる。

令和６年１１月 第一版完成

令和６年１２月 第二版完成

令和７年２月２１日（金）公開開始

⇒ 仙臺緑彩館にて講演会を開催予定

仙台城下再生古地図はこちら

https://web.ambula.jp/ambula_web/dist/?ui=V96VK3XG&mi=676&h=true&bd=true&bg=true&in=true


今後の活用イメージ

メインターゲットは教育旅行で仙台を訪れる小中学生

背景として 仙台市内における自主研修時間の延長

市内で活動するボランティアガイドとの連携強化

デジタルの積極的活用

今後、仙台の新たな教育旅行のコンテンツとして活用を促進

※教育旅行向けコース監修としてNHKテレビ「ブラタモリ仙台編」で

タモリさんの案内役として、2週にわたりナビゲーターをつとめた

「ブラキムラ」こと木村浩二さんに協力を依頼

古地図街歩きが好評
ブラキムラさん

ブラキムラさんが監修した
「仙台地図さんぽ」
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